
？

最
終
回
は
、

問
題

と
さ
れ
る
も
の
へ
の
手

立
で
す
。

い
つ
も
の
よ
う
に
、
マ
ン
ガ
は
作
者
の
団
士

郎
氏
の
許
諾
を
得
て
木
陰
の
物
語
と
家
族
の
練

習
問
題
か
ら
転
載
し
て
い
ま
す
。

四
〇
数
年
の
間
に
あ
ち
こ
ち
で
学
ん
だ
知
識
や

技
術
を
も
と
に
し
た
寄
せ
木
細
工
の
家
族
臨
床

そ
の
補
修
を
か
ね
て
見
立
て
と
手
立
て
を
見
直
し

て
き
ま
し
た
。

、

“

“

ビ
ジ
ュ
ア
ル
系

子
ど
も
・
家
族
の

理
解
と
支
援

十
三

仮
想
事
例
検
討
（
前
編
）

い
つ
ま
で
も
団
編
集
長
の
マ
ン
ガ
を
使
わ
せ
て

も
ら
う
の
は
気
が
引
け
る
の
で
、
今
回
は
フ
ォ
ト

シ
ョ
ッ
プ
に
頑
張
っ
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
遠
い
昔
の
顔
で
「
究
極
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
会
議
」
を
作
っ
て
み
た
。
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8 14

15年前結婚
生保受給

アルコール依存症
軽度MR疑い

アルコール性肝障害
DVで執行猶予中

若い頃に
離婚

小2 小6 中2 不登校

事例検討のための実在しない家族です。
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？

ビ
ジ
ュ
ア
ル
系

子
ど
も
・
家
族
の

理
解
と
支
援

十
三

独
り
事
例
検
討

母
親
は
、
三
人
兄
弟
の
末
っ
子
。
幼
少
時
に
父
親

が
死
去
し
、
そ
の
後
、
生
保
受
給
。
高
校
を
中
退
し
、

様
々
な
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
。
二
五
歳
の
頃
、
友
人
の

紹
介
で
働
い
て
い
た
飲
み
屋
で
現
在
の
夫
と
知
り
合

う
。
三
人
目
が
生
ま
れ
、
手
が
回
ら
な
く
な
る
に
つ

れ
て
酒
量
が
増
え
た
。
最
近
は
昼
ご
ろ
に
起
き
る
こ

と
も
多
く
、
家
事
も
滞
り
が
ち
。
軽
度
の
知
的
障
害

が
疑
わ
れ
て
い
る
。
母
方
兄
、
姉
は
そ
れ
ぞ
れ
結
婚

し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
行
き
来
は
な
い
。

父
親
は
、
若
い
頃
に
離
婚
歴
の
あ
る
建
具
師
。
結

婚
後
、
妻
と
飲
酒
す
る
こ
と
が
習
慣
化
し
、
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
障
害
に
な
る
。
現
在
は
断
酒
し
て
い
る
。

半
年
前
、
酔
っ
た
妻
に
暴
力
を
ふ
る
い
、
そ
れ
を
止

め
る
子
ど
も
た
ち
を
突
き
と
ば
し
て
逮
捕
・
起
訴
さ

れ
執
行
猶
予
中
。

母
親
は
よ
く
離
婚
を
口
に
す
る
が
、
一
人
で
子
ど

も
を
育
て
る
自
信
が
な
く
そ
の
気
は
な
い
。
父
親
も
、

自
分
が
い
な
け
れ
ば
子
ど
も
た
ち
が
困
る
か
ら
と
離

婚
は
考
え
て
い
な
い
。
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？

ビ
ジ
ュ
ア
ル
系

子
ど
も
・
家
族
の

理
解
と
支
援

十
三

独
り
事
例
検
討

長
女
は
、
中
学
２
年
。
小
学
校
時
代
は
、
担
任
か

ら
食
事
・
洗
濯
・
宿
題
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
登

校
し
て
い
た
。
成
績
は
よ
か
っ
た
。
中
学
に
入
る
と

学
校
か
ら
の
配
慮
は
な
く
、
い
じ
め
も
あ
っ
て
休
む

日
が
増
え
て
い
っ
た
。
現
在
は
週
に
一
度
、
昼
ご
ろ

に
ふ
れ
あ
い
教
室
を
の
ぞ
く
。
家
事
や
妹
た
ち
の
世

話
が
行
き
届
か
な
い
母
親
を
嫌
う
。
父
親
が
家
事
を

す
る
と
き
は
、
す
す
ん
で
手
伝
っ
て
い
る
。

小
６
次
女
・
小
２
長
男
は
、
い
ず
れ
も
怠
学
傾
向

が
あ
る
。
身
な
り
・
宿
題
・
登
校
な
ど
、
父
親
に
強

く
言
わ
れ
る
と
し
ぶ
し
ぶ
従
う
。
両
親
が
口
論
す
る

と
必
ず
母
親
を
か
ば
う
。
ふ
た
り
と
も
通
常
学
級
で

低
学
力
、
学
校
は
様
々
な
配
慮
を
し
て
い
る
。
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？

ビ
ジ
ュ
ア
ル
系

子
ど
も
・
家
族
の

理
解
と
支
援

十
三

独
り
事
例
検
討

母
親
の
飲
酒
を
父
親
が
叱
っ
て
い
る
と
き
、
長
女

が
「
い
い
加
減
に
し
て
よ
！
」
と
叫
び
、
そ
れ
に
父

親
が
「
学
校
を
休
む
や
つ
が
偉
そ
う
に
言
う
な
」
と

怒
鳴
り
返
し
た
。
父
親
の
態
度
に
驚
い
た
長
女
は
、

発
作
的
に
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
し
て
家
を
出
た
。
し
ば

ら
く
し
て
近
く
の
交
番
に
行
き
、
家
に
帰
り
た
く
な

い
、
生
き
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
と
訴
え
て
児
相
で

保
護
さ
れ
た
。

母
親
は
、
児
相
に
呼
び
出
さ
れ
て
事
情
を
聞
か
れ

た
う
え
に
長
女
か
ら
は
帰
宅
を
拒
ま
れ
、
飲
酒
に
歯

止
め
が
き
か
な
く
な
っ
た
。
激
高
し
た
父
親
が
手
を

上
げ
そ
う
に
な
り
、
心
配
し
た
次
女
が
児
相
に
電
話
。

結
局
、
子
ど
も
全
員
の
一
時
保
護
と
な
る
。

話
し
合
い
の
結
果
、
母
は
断
酒
の
た
め
に
通
院
す

る
、
父
親
は
暴
言
を
控
え
る
と
約
束
。
次
女
・
長
男

は
家
庭
引
き
取
り
と
な
っ
た
。
長
女
は
迷
っ
た
あ
げ

く
父
親
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
保
護
所
で
今
後
の
こ

と
を
考
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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その後、講義でお話しし
たジョイニングのポイント
①～④を話し合ってくださ
い。のちほど、協議結果を
発表してもらいます。

内容はこちらで整理して
板書します。

これからロールプレイを
交えながら、みんなでこの
家族のことを考えていきま
す。あらかじめ、班で面接
担当2名と両親・子どもの役
割を決めておいてください。
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①

解
決
努
力
の
ね
ぎ
ら
い

➢

こ
の
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、

父
親
は
断
酒
し
暴
力
を
控

え
て
い
る
。

➢

長
女
が
家
事
を
し
て
父
の

負
担
を
減
ら
し
て
い
る
か

ら
、
父
親
は
怒
り
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

➢

母
親
が
つ
い
に
通
院
の
決

断
を
し
た
。

➢

と
り
あ
え
ず
、
家
族
は
バ

ラ
バ
ラ
に
な
ら
ず
に
頑

張
っ
て
い
る
。

②

長
女
の
困
り
ご
と

（
時
間
の
関
係
で
長
女
分

だ
け
）

➢

酔
っ
た
母
が
養
育
・
家
事

を
ち
ゃ
ん
と
や
ら
な
い
。

➢

父
が
そ
れ
を
カ
バ
ー
し
て

い
る
け
ど
、
ま
た
以
前
の

よ
う
に
暴
力
的
に
な
ら
な

い
か
心
配
。

➢

学
校
の
こ
と
や
将
来
の
こ

と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
ん
な
気
に
な

ら
な
い
。

③

家
族
に
備
わ
っ
て
い

る
強
み

➢

母
親
は
次
女
・
長
男
に

頼
ら
れ
、
孤
立
を
免
れ

て
い
る
。

➢

父
親
は
長
女
の
家
事
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
、
仕
事

も
続
け
て
い
る
。

➢

両
親
と
も
離
婚
は
考
え

て
い
な
い
。

➢

長
女
は
父
親
の
提
案
に

よ
り
、
自
分
の
今
後
を

考
え
る
機
会
を
得
た
。

➢
学
校
の
サ
ポ
ー
ト
で
、

次
女
・
長
男
は
安
定
し

て
い
る
。

➢

外
圧
と
か
外
部
と
の
軋

轢
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
※

家
族
の
リ
ス
ク

➢

母
の
通
院
、
父
の
暴
力
・

飲
酒
の
自
制
が
安
定
し
て

続
く
か
。

➢

長
女
の
不
登
校
に
父
親
が

耐
え
ら
れ
る
か
。

➢

父
親
と
長
女
の
わ
だ
か
ま

り
が
修
復
で
き
る
か
。

➢

長
女
が
家
庭
か
ら
離
れ
た

ら
、
父
親
が
孤
立
し
抑
制

が
効
か
な
く
な
る
か
も
。
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では、ロールプレイでジョイ
ニングしましょう。時間があれ
ば、役割を変えてもいいです。

終わったら、各班の家族役の
方々に面接時の感想を発表して
もらいます。

はい、ありがとうござ
いました。文字が小さく
なりましたが、だいたい
こんな感じでしょうか。



というわけで、この家族の
解決努力のパターン化を探っ
てみましょう。それらのつなが
りを図にすると、問題維持システ
ムがわかりやすくなります。

講義でも触れたように、誰でも自分
の“問題”理解のストーリーと、それに
基づく解決努力にはこだわりがありま
す。それゆえ、あまり効果がないにも
かかわらず延々と同じ解決策を続ける、
ということが起こりがちです。

それが怒りをかきたてて、解決のた
めの努力が逆に“問題”を維持強化する
ということになってしまうわけです。
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母親：朝から飲酒、行き届かない家事・養育。

父親：家事をカバーするほどに妻に怒り。

長女：母親の飲酒や父親の暴言を制止できず、怒りと無力
感を抱える。

両親：夫婦の会話で怒りをぶつけ合い、長女にも向かう。

長女：通じていたはずの父親からなじられて落ち込む。
いっそう登校意欲を失う。

※

※

（※ 解決努力）

※
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図のようなパターンは特定の文
脈（ストーリー）の中で起きて
います。というわけで、次に家
族の問題理解の「文脈」をテーマ
を話し合っていただきます。時間
の制限がありますので、これまで
と同じく長女をとりあげましょう。

長女はどのような文脈で現状を
“問題”としていますか。その根拠と
なっているのはどんなことでしょう。
そして、その文脈に沿ってどんな解決
のための努力をしていますか？

また、ディスカッションのまとめを
班ごとに報告していただきます。
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お疲れ様でした。
みなさんの協議内
容をまとめてみま
した。

➢

（
問
題
）
自
分
が
無

力
な
こ
と
。
そ
の
た

め
、
家
・
学
校
に
居

場
所
が
な
く
登
校
で

き
な
い
。

➢

（
根
拠
）
母
の
飲
酒

も
父
の
暴
言
も
止
め

ら
れ
な
い
。
逆
に
自

分
の
不
登
校
で
両
親

と
も
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
り
、
母
の
飲
酒
・

父
の
イ
ラ
イ
ラ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

➢

（
対
処
）
家
事
や
妹

た
ち
の
世
話
を
し
て

い
る
。
だ
け
ど
、
学

校
を
休
ん
で
い
る
か

ら
な
に
を
し
て
も
評

価
し
て
も
ら
え
な
い
。
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今回は長女を取り上げま
したが、他の家族もみんな
それぞれ自分なりの“問題”
理解のストーリーをもって
いることは言うまでもあり
ません。

ではここで、休憩をはさみま
しょう。ここまでみなさんと家
族について考えてきました。後
半は、この家族支援について考
えましょう。

カギは、連鎖を作り出してい
る「文脈」です。２月までの休
憩の間に忘れてしまわないよう
にしてください。

60


